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隔月で二所ノ関部屋の最新情報をお知らせしています
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怪我から復帰の貴正道が五月に続いて 6 勝。1 年前の怪我をする
前の番付に戻ってきた。徹底したリハビリでパワーアップ、この
まま幕下まで止まらないような相撲を見せている。現在は新弟子
達の指導員として相撲教習所に通う日々。遠回りしながらも、初
心を思い出して精進している。

貴正道二場所連続の 6勝
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藤宗が初の 6 勝を挙げた。大きな体を活
かした、スケールの大きい相撲に加えて、
小さな技術も確かな物になってきている。
入門もほぼ同期の大の里の付け人を務め
ており、間近で幕内の雰囲気を感じれる
ことが大きいのかもしれない。性格が大
人しいので、闘志を全面に出せるように
なれば、出世レースに加わってくるはず。

藤宗が初の6勝。幕下が狙える地位へ躍進
新三役として臨んだ五月、初日に横綱を破
り、苦手にしていた大関琴櫻も克服して順
調に白星を伸ばした。千秋楽には気付けば
単独トップ。優勝をかけた取組も落ち着い
て勝ち、最速となるデビューから七場所目
での優勝を決めた。周囲はこのままの勢い
で大関昇進！と盛り上がる中、師匠は極め
て冷静に指導にあたっている。｢ 勝って兜
の緒を締めよ ｣ 師弟共々、地に足をつけて
来場所に向けた稽古が始まっている。

大の里が史上最速の初優勝！殊勲賞と技能賞も獲得！

まず始めに皆様にご報告でございます。6 月より、中村親方が独
立することになりました。伴って合計 11 名の力士裏方が移籍す
ることなりました。移籍前に嘉陽が新十両昇進を決めてくれまし
た。今後は力士同士、対戦もあり、下手な情を出すわけにはいき
ません。それでも一度は同じ釜の飯を食った仲、陰ながら応援し
たいと思います。
さて、まずは大の里の初優勝について。調子も良く、良い相撲が
続いていましたが、豊昇龍に負けて 3 敗。この時点で優勝は無い
と思いましたが、そこからの立て直しが素晴らしかったです。千
秋楽の勝負処でも落ち着いており、良い相撲でした。立て直して
の優勝というのが意味のあることだと思います。
白熊は立ち合いに迷いがあります。壁に当たっているように見え
ますが、誰にでもそんな時はあります。稽古を積み重ねて、また
稽古以外のところでも常に考えて、壁を突破してほしいです。こ
こを突破すれば、一気に駆け上がると思います。
若い衆では花の海、麒麟龍は身体を作り直して出直しです。藤宗
が大勝ち、真面目でコツコツ稽古に取り組んでいる成果です。ま
だまだ大きくなりますし、基礎を大切に身体作りを。澁谷が相撲
を覚えてきて 5 勝。持ち前の運動神経を活かしつつあります。
名古屋はとにかく暑いです。暑さに負けず、体調管理をしっかり
して全員勝ち越しで終えたいと思います。

二所ノ関親方の総評コーナー！

今年は新弟子の入門が豊作、一気に若返った二所ノ関部屋。その中で
3 人の新弟子が初の勝ち越しを決めた。新弟子達は毎日始発電車に
乗って相撲教習所へ通う日々。まだまだ初々しいが、その中にも確実
な逞しさが出てきた。切磋琢磨しながらの競争が楽しみにで仕方ない。

新弟子組で澁谷、今村、阿見大心が初勝ち越し

昨年の 8 月、同時期に怪我をしてリハビリ施設に入院していた龍
王と貴正道。入院中から励ましあっていた 2 人が三月から復活、
それぞれ 7 戦全勝と 6 勝という活躍だった。ともに怪我をした瞬
間は目の前が真っ暗になったであろうが、すぐに前を向いて努力
してきたことが結果として現れた。怪我から学んだ経験を忘れず
に、回り道は最大の近道であることを見せてほしい。

怪我から復帰の 2人が大活躍

古田 賢悟（ふるた けんご）
広島県竹原市出身。23 歳。竹原高校 
→日本体育大学→日本体育大学職員。
176cm95kg
学生時代は体重別大会で日本一にもなっ
たことがある。大の里の同級生で、一旦
は就職していたが夢を捨てきれずに決意
の入門。すでに三段目、幕下力士と稽古
をしており、将来が楽しみ。
応援よろしくお願いいたします。

七月場所で 1人の新弟子が入門


